
 

令 和 ４年 7 月 7 日 

愛   媛   大   学 

  

「社会共創コンテスト２０２２」表彰式の開催 

つきましては、ぜひ取材くださいますようお願いいたします。 

 

記 

 

日 時：令和４年７月１６日（土） １３時００分～１４時３０分 

場 所：愛媛大学南加記念ホール 

主 催：社会共創コンテスト実行委員会 

共 催：愛媛大学社会共創学部、株式会社伊予銀行 

後 援：愛媛県、愛媛県教育委員会、愛媛新聞社、愛媛県中小企業家同友会、 

公益財団法人松山観光コンベンション協会、 

四国地区国立大学連合アドミッションセンター 

対 象：受賞者とその関係者、報道関係者  

●プログラム等、詳細は別添資料をご参照願います。 

 

＜取材申込みについて＞ 

取材にお越しいただける場合は、７月 14 日（木）15 時までに、以下問い合わせ先にメールにて

ご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 ※送付資料４枚（本紙を含む） 

愛媛大学社会共創学部には、株式会社伊予銀行様のご支援により「社会共創学（伊予銀

行）講座」が設置されており、その講座の活動の一環として、２０１７年度から「社会共創コンテス

ト」を実施しています。 

第６回目を迎えた「社会共創コンテスト２０２２」には全国から２９９件ものご応募をいただき、

厳正なる審査の結果、グランプリ２作品、準グランプリ２作品を含む、計２０の入賞作品を選出し

ました。 

その栄誉を称えるとともに、問題意識の共有を図るため、「社会共創コンテスト２０２２」表彰式

を開催いたします。 

PRESS RELEASE 

学生中心の大学 地域とともに輝く大学 世界とつながる大学 

本件に関する問い合わせ先 

愛媛大学社会共創学部事務課総務チーム 

高月 徹 

TEL/FAX：089-927-8177 

Mail：cricon@stu.ehime-u.ac.jp 







◎データや科学的根拠に基づいた研究であるか・科学的知見に立った分析であるか【学術性】
◎持続可能な提案であるか【持続可能性】
◎地域社会の課題をとりまく人々と共に活動している（できる）内容か【協働性】
◎多面的な領域に跨った研究であるか【学際性】

地域課題部門 研究・探究・ＤＳ    部門

◎他の事例との違いがあるか・独自の考えを含んでいるか【独創性】
◎持続可能な提案であるか【持続可能性】
◎地域社会の課題をとりまく人々と共に活動している（できる）内容か【協働性】
◎地域課題の解決に必要となる様々な知恵を活用しているか【知の統合】

応募した部門について、その内容から審査員が適切と判断した場合、変更することがあります。
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